
幸せリーグが書籍『「幸せリーグ」の挑戦』を発刊 

～併せて、今後の幸福のまちづくり研究会等のスケジュール～ 
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京丹後市が東京都荒川区と茨城県つくば市とともに発起人（兼  幹事）となり、平成２５

年６月に設立した住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合（通称「幸せリーグ」）が、

自治体における幸福実感の向上を目指した独自の取組み事例などを紹介する書籍を４月１

６日に出版しまた。  

また、「市民総幸福の最大化」を目指したまちづくりに向け、研究会・検討を行っている

「幸福のまちづくり研究会」等の今後のスケジュールについては次のとおりです。  

 

 

■  書籍発刊  

本市が加盟する「幸せリーグ」（５５の自治体が加盟）では、「幸せリーグ」によるムー

ブメントが全国に広がっていくよう、参加自治体における住民の幸福実感の向上を目指し

た独自の取り組み事例や、幸せリーグの顧問である学識経験者からの寄稿を掲載した書籍

を発刊しました。今後の住民の幸福を基点とした自治体運営を考えていくうえでの一助と

なる本です。  

 

【書  名】  「幸せリーグ」の挑戦（住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合 事務局 編）  

【出版社】  三省堂（３０４ページ）９００円（税抜）  
【構  成】  

○はじめに（会長・幹事のあいさつ）荒川区長、つくば市長、京丹後市長 

○第１章 なぜ、いま基礎自治体が「幸せ」に取り組むのか 

 幸せリーグ顧問である学識経験者が専門的な視点から基礎自治体が住民の幸福実感向

上を目指して取組む意義等について論考。  

 執筆者は、神野直彦東京大学名誉教授、広井良典千葉大学教授、坂田一郎東京大学教授  

○第２章 基礎自治体の挑戦―住民の幸福実感向上のための施策 

 ５５の参加自治体における住民の幸福実感の向上を目指した独自の取り組み事例等を

紹介  

○第３章 今後の展望―基礎自治体から日本の未来をつくる 

 幸せリーグ顧問である学識経験者が専門的な視点から、今後、幸せリーグが担う役割や

基礎自治体の住民の幸福実感向上を目指す取り組みの方向性を示す。  

 執筆者は、原丈人アライアンス・フォーラム財団代表理事、小宮山宏東京大学前総長・

三菱総合研究所理事長、月尾嘉男東京大学名誉教授。  

 

 【販売先】インターネット販売若しくは市内等の書店で注文できます。  
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■  幸福のまちづくり研究会  

 

（１）幸福度の指標化について  

スケジュール  内容  

～６月  幸福度指標の検討案作成  

６月～７月  第６回研究会で幸福度指標案作成  

 幸福度指標案を第２次総合計画に活用  

 

（２）条例化について  

スケジュール  内容  

５月２６日  まちづくり委員会に条例制定について諮問  

６月～  まちづくり委員会で条例制定について内容審議  

９月（目途）  議会に条例案を提案  

 

■  幸せリーグ  

スケジュール  内容  

６月４日  総会  

・平成２６年度予算について  

・本の出版について  

・実務者会議の活動経過について  

【実務者会議：①幸福度（調査）、②幸福度（活用）、  

③定住人口増加、④町おこし  について検討を進める】  

講演  講師：千葉大学教授  広井良典氏  

場所  サンパール荒川（東京都荒川区荒川 1-1-1）  

７月  実務者会議  

10 月～ 11 月  実務者会議  

２月  実務者会議  

 

 

■  お問い合わせ先  

京丹後市役所企画総務部企画政策課（ TEL：６９ -０１２０）  



 
 

 

  

  荒川区が発起人代表となり設立した住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連

合、通称「幸せリーグ」が、自治体における幸福実感の向上を目指した独自の取り組み

事例などを紹介する本を出版します。 

 
全国の自治体に先駆けて荒川区民総幸福度（ＧＡＨ）の研究を行っている荒川区が発起人代表

となり、つくば市、京丹後市とともに全国の区市町村に呼び掛けて、平成２５年６月に設立した

「幸せリーグ」。北海道から九州まで５５の自治体が参加しています（平成26年3月1日現在）。 
「幸せリーグ」は、同じ問題意識を共有する個々の自治体が連携し、互いに学び合い、切磋琢

磨を重ね、行政運営の一層のレベルアップを図ることで、真の意味での地方分権を担える基礎自

治体として、誰もが幸福を実感できる地域社会を築いていくことを目指しています。 

住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合 事務局 

（公益財団法人 荒川区自治総合研究所 RILAC） 

TEL 03-3802-4861  http://www.rilac.or.jp/ 

第１章 なぜ、いま基礎自治体が「幸せ」に取り組むのか 

神野直彦（東京大学名誉教授） 

広井良典（千葉大学教授） 

坂田一郎（東京大学教授） 
 

第２章 基礎自治体の挑戦-住民の幸福実感向上のための施策 

釧路市、北見市、北広島市、斜里町、広尾町、むつ市、釜石

市、滝沢市、女川町、米沢市、鮭川村、福島市、二本松市、

桑折町、石川町、小野町、取手市、つくば市、かすみがうら

市、小山市、桐生市、秩父市、川島町、鴨川市、大多喜町、

荒川区、大和市、三条市、妙高市、津南町、南砺市、射水市、

珠洲市、南アルプス市、北杜市、青木村、大垣市、豊田市、

安城市、高浜市、長久手市、武豊町、松阪市、亀山市、草津

市、守山市、京丹後市、川西市、多可町、益田市、防府市、

上勝町、田川市、佐賀市、中津市   
 

第３章 今後の展望-基礎自治体から日本の未来をつくる 

原丈人（アライアンス・フォーラム財団代表理事） 

小宮山宏（東京大学前総長・三菱総合研究所理事長） 

月尾嘉男（東京大学名誉教授） 

発行：三省堂  定価：９７２円（税込） 

 

 


